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平成22年５月末現在（　）内は前月比

人　口	 33,361人	（＋78） 15歳未満	 5,407人	（＋３）

65歳以上	 5,464人	（＋16）

平均年齢	 40.94歳

　男	 16,077人	（＋35）

　女	 17,284人	（＋43）

世帯数	 12,241戸	（＋35）

　　 ハーフタイムで観客を魅了した
琉球國祭り太鼓徳島支部による沖縄創作エイサー　　

おはなし「にじの会」による昔懐かしい紙芝居の上演 徳島MBA 華やかなバトントワリングを披露

　（関連記事7ページ）

あこがれの徳島ヴォルティスの選手と記念撮影

藍住町民デー開催



No 794広報あいずみ ■ 2

　

明
治
43
年
生
ま
れ
の
切
東
キ
ヌ
子
さ
ん

（
住
吉
）が
、
５
月
14
日
に
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
石
川
町
長
と
県
東
部
保
健
福

祉
局
の
板
谷

副
局
長
が

入
所
さ
れ
て

い
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム

碧
を
慶
祝
訪

問
し
、
祝
い

状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま

し
た
。

祝 

春
の
叙
勲
・
褒
章

危
険
業
務
従
事
者
を
含
む
、
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
、
春
の
叙
勲
・
褒
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
業
績
や
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、本
町
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

近
藤
操
氏(

勝
瑞)

が
旭
日
双
光
章
を
受
賞

中
平 

伸
氏（
乙
瀬
）が
瑞
宝
単
光
章
を
受
賞

　

松
尾
氏
は
、
昭
和
43
年
に
海
上
自
衛
隊
に
採
用

さ
れ
て
か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
旺
盛
な
使
命
感
と

責
任
感
を
持
っ
て
、
国
の
防
衛
・
災
害
派
遣
に

献
身
的
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

松
尾
義
和
氏（
笠
木
）が
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞

　

山
本
氏
は
、
昭
和
33
年
に
建
設
省（
現
国
土
交

通
省
）に
採
用
さ
れ
て
か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
誠

実
に
建
設
行
政
事
務
に
携
わ
り
、
そ
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
氏
は
30
年
近
く
、
町
内
の
障
が
い
の
あ
る

方
と
の
交
流
や
環
境
美
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

地
道
な
社
会
奉
仕
活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
井
氏
は
、
昭
和
47
年
に
消
防
組
合
に
採
用
さ

れ
て
か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
技
術
の
向
上
と
、

地
域
の
防
災
に
尽
力
し
、
消
防
行
政
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
藤
氏
は
、
昭
和
46
年
か
ら
土
地
改
良
区
の
理

事
を
務
め
ら
れ
、
現
在
も
理
事
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
事
業
に
尽

力
し
、
そ
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
平
氏
は
、
昭
和
42
年
に
海
上
自
衛
隊
に
採
用

さ
れ
て
か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
危
険
性
の
高
い
業

務
に
精
励
し
、
自
衛
隊
業
務
の
遂
行
と
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
邦
一
氏(
徳
命)

が
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞

山
田
民
恵
氏(

奥
野)

が
緑
綬
褒
章
を
受
章

土
井
明
夫
氏（
奥
野
）が
瑞
宝
単
光
章
を
受
賞

　

切
東
さ
ん
は
、
大
変
話
好
き
で
、
い
ろ
い

ろ
な
話
を
た
く
さ
ん
の
方
と
す
る
の
が
元
気

の
秘
訣
だ
そ
う
で
、
こ
の
日
も
、
石
川
町
長

と
和
や
か
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
い
と
き
か
ら
苦
労
が
多
く
、
誕
生
日

を
祝
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

「
今
日
は
大
勢
の
家
族
や
親
戚
、
施
設
の

皆
さ
ん
か
ら
誕
生
日
を
祝
っ
て
い
た
だ
き
幸

せ
で
す
。」と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
」が
モ
ッ
ト
ー
の

切
東
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

　

５
月
末
現
在
町
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方

は
、
７
人（
男
性
２
人
、
女
性
５
人
）

100
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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平成22年度後期高齢者医療制度の健康診査
　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化の
予防のため、健康診査を実施します。
　健康診査の対象となる方には『健康診査受診券』をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。

健康診査受診券をお送りする時期

●入院をされていない方 または 生活習慣病と診断されていない方 …… 平成22年８月（予定）
※上記以外の方で、過去１年間に血液検査や尿検査をしていない方

平成22年８月以降準備が出来次第、役場健康推進課に健康診査申込書を備え付けますので、受診を希望され
る方は、健康推進課に健康診査申込書を提出してください。

●平成22年１月１日から平成22年９月30日までの間に後期高齢者医療制度に加入された方
　加入時期に応じ、次のとおり５月から10月までの間に健康診査申込書を送付します。入院をされていない方
または生活習慣病と診断されていない方で受診を希望される方は、広域連合事務局までお申し込みください。 
受診券を後日送付します。

健康診査申込書の送付時期（予定）

❶ １月１日から３月31日までの間に加入された方 ……… ５月
❷ ４月１日から５月31日までの間に加入された方 ……… ６月
❸ ６月１日から７月31日までの間に加入された方 ……… ８月
❹ ８月１日から９月30日までの間に加入された方 ……… 10月

入院をされていた方または生活習慣病と診断された方は、すでに健康状態を把握され、医師の指導を受
けていると考えられることから、健康診査の対象者から除いています。

※生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧性疾患、
脂質異常症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他
脳血管疾患、動脈硬化があります。

健診項目 　身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査

受診費用 　無料

受診期間 　受診券を受け取られたときから平成22年12月末日まで

問  県後期高齢者医療広域連合事務局事業課  徳島市川内町平石若松78番地１（☎ 677・3666）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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平
成
22
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
は
、
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
だ
、
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事
業

主
の
方
は
、
７
月
12
日（
月
）が
申
告
・
納

付
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
み
や
か
に
、
申
告･

納
付
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問 

徳
島
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

（
☎
６
５
２
・
９
１
４
３
）

　

こ
の
制
度
は
、
町
・
県
民
税
を
給
与
や

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
方
に
は
適
用
が

な
く
、
納
税
者
間
の
公
平
性
に
欠
け
る
な

ど
の
理
由
に
よ
り
全
国
的
に
廃
止
が
進
ん

で
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
平
成
22
年
度

か
ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
り
全
期
前
納
納
付
の
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
町
・
県
民
税
に

つ
い
て
は
、
制
度
廃
止
に
伴
い
各
納
期
ご

と
の
口
座
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。（
特

に
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

　

な
お
、
固
定
資
産
税
の
全
期
前
納
報
奨

金
制
度
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
継
続
し
ま
す
。

問 

税
務
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
）

　

生
活
習
慣
病
は
発
症
す
る
ま
で
は
ほ
と

ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
定
健

診
で
自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

病
気
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
、
早
め
の

治
療
を
し
ま
し
ょ
う
。
町
国
民
健
康
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
40
歳
以
上
74
歳
以
下

の
方
に
７
月
初
旬
頃
特
定
健
診
の
受
診
券

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
同
封
の
特
定
健
康

診
査
実
施
機
関
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い

る
各
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
期
間　

受
診
券
を
受
け
取
って
か
ら

　
　
　
　
　
　

12
月
末
ま
で

　

町
で
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
藍
住
町
を
離

れ
て
生
活
し
て
い
る
方
や
本
町
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
が「
藍
住
町
の
発
展
の
た
め
に

応
援
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
」「
藍
住
町
を

愛
す
る
気
持
ち
」を
寄
付
金（
ふ
る
さ
と
納

税
）と
い
う
形
で
本
町
に
お
寄
せ
い
た
だ

け
る
よ
う
募
集
し
て
い
ま
す
。

  

平
成
21
年
度
は
、木
内
武
重
様（
板
野
町
）

か
ら
20
万
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
図
書

購
入
財
源
の
一
部
と
し
て
活
用
し
ま
し

た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

  

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
、
ふ
る
さ
と

へ
の
寄
付
金
の
こ
と
で
、
５
千
円
を
超
え

る
寄
付
金
に
つ
い
て
、
住
民
税
と
所
得
税

受
診
対
象
者　

40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
方

※
４
月
１
日
以
降
に
藍
住
町
国
民
健
康
保
険

の
加
入
手
続
き
を
さ
れ
た
方
で
、
受
診
券

が
届
か
な
い
方
は
健
康
推
進
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
９
月
30
日
ま
で
に
75
歳
に
達
す
る
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

受
診
機
関　

特
定
健
康
診
査
実
施
機
関

自
己
負
担
金　

１
，
０
０
０
円

問 

健
康
推
進
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
５
）

か
ら
一
定
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

  

本
町
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は「
ふ
る

さ
と
藍
住
応
援
事
業
」と
し
て
様
々
な
ま
ち
づ

く
り
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

ま
た
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
寄
付
金
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
紹
介
者

カ
ー
ド
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
や
帰

省
等
の
機
会
を
利
用
し
て
一
人
で
も
多
く
の

方
に
本
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
寄
付
が

募
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問

 

企
画
政
策
課（
☎
６
３
７
・
３
１

２
４
／
FAX６
３
７
・
３
１
５
５
）

労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
か
ら

町
・
県
民
税
の
全
期
前
納
報
奨

金
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す

今
年
も
・

今
年
こ
そ 

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

６月は、町県民税（１期）・国民健康保険税（２期）・介護保険料（２期）の納付月です。
普通徴収の方の納期限は、６月25日です。　　　

納め忘れのないように注意しましょう。
口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。
特別徴収の方は、６月受給の年金から天引きされます。

※後期高齢者医療保険料の特別徴収の方も同様です。

問 　税金は税務課（☎６３７・３１１７～３１１８）　　健康推進課（☎６３７・３１１５）

今月の税金と保険料の納付のお知らせ
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こ
の
た
び
藍
住
町
で
は
、
民
間
保
育
所
・
私

立
幼
稚
園
へ
お
子
様
を
預
け
ら
れ
て
い
る
ご
家

庭
に
対
し
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
保
育

料
・
授
業
料
を
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
本
町
に
住
民
登
録
を

し
、
居
住
し
て
い
る
児
童
で
、
現
に
扶
養
し

て
い
る
児
童
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
の
第
３

子
以
降
の
児
童
が
認
可
外
保
育
所
・
私
立
幼

稚
園
等
に
入
所
・
入
園
し
て
い
る
場
合
で
す
。

　

対
象
と
な
る
認
可
外
保
育
所
・
保
育
料
や

利
用
形
態
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

  

対
象
保
育
所

　

徳
島
県
への
設
置
届
を
義
務
づ

け
ら
れ
た
施
設
で
あ
り
、
認
可

保
育
施
設
指
導
監
督
基
準
を
満

た
す
旨
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
施
設
。

  

保
育
料

　

藍
住
町
の
認
可
保
育
所
に
お
け
る
保
育
に
準

ず
る
基
本
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
。

  

利
用
形
態

　

対
象
認
可
外
保
育
所
と
保
育
に
つ
い
て
月

単
位
で
利
用
契
約
を
し
て
い
る
こ
と
。

  

申
請
期
間

　

４
月
か
ら
６
月
分
は

７
月
１
日
か
ら
７
月
末
日
に
受
付

　

７
月
か
ら
９
月
分
は

10
月
１
日
か
ら
10
月
末
日
に
受
付

　

10
月
か
ら
12
月
分
は

　

１
月
４
日
か
ら
１
月
末
日
に
受
付

　

１
月
か
ら
３
月
分
は

　

４
月
１
日
か
ら
４
月
末
日
に
受
付

　

申
請
書
は
福
祉
課
・
教
育
委
員
会
に
備
え

て
あ
り
ま
す
が
、
施
設
の
在
籍
証
明
・
保
育

料
・
授
業
料
の
領
収
書
・
そ
の
他
審
査
に
必

要
な
書
類
を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

　
　

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
や
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
22
年
度
一

般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

※
平
成
22
年
度
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計

画
に
よ
り
、
本
町
の
一
般
廃
棄
物
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
資
源
ご
み
分
別
の

徹
底
等
、
排
出
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）→（
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
）→（
生
活
環
境

課
）内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

　

６
月
分
以
降
の
手
当
て
を
受
け
る
た
め
の

大
切
な
届
け
で
す
。
該
当
者
に
は
５
月
下
旬

に
通
知
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
忘
れ
ず
に

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
中
学
２
年
生
以
上
の
児
童
の
み
が

い
る
世
帯
、
５
月
に
認
定
請
求
書
を
提
出
し

て
６
月
以
降
支
給
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
届
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
該

当
と
思
わ
れ
る
の
に
通
知
が
届
か
な
い
と
き

は
、
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

　

現
庁
舎
が
老
朽
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第

２
消
防
署
の
改
築
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
５
月
31
日
か
ら
仮
庁
舎
で
業

務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。（
略
図
参
照
）

　

な
お
、
新
庁
舎
は
平
成
23
年
３
月
完
成
予

定
で
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
工

事
期
間
中
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

移
転
先
：
藍
住
町
笠
木
字
江
端
98

－

２

（
大
塚
倉
庫
内
） 
☎
６
９
２
・
２
４
２
４

問 

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
（
☎
６
９
８
・
９
９
０
０
）

平
成
22
年
度
一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画

子
ど
も
手
当
の
現
況
届
は
お
済
み
で
す
か
？

第
２
消
防
署
仮
庁
舎
へ
の
移
転
の
お
知
ら
せ

認
可
外
保
育
所
入
所
児
童・私
立
幼
稚
園
等
に
在
籍
の

第
３
子
以
降
に
対
す
る
保
育
料・授
業
料
助
成

一般廃棄物の排出の状況
種　　　　　類 排出量 計

家
　
庭
　
系
　
ご
　
み

燃 や せ る ご み 6,200 t

9,210 t

燃 や せ な い ご み 110 t
資
　
源
　
ご
　
み

缶 類 70 t
び ん 類 250 t
ペ ッ ト ボ ト ル 60 t
古 紙 類 1,300 t
廃プラスチック類 1,000 t
金 属 類 80 t

粗 大 ご み 140 t
事 業 系 ご み 1,800 t 1,800 t
し
尿

し 尿 700 t 8,400 t浄 化 槽 汚 泥 7,700 t

仮庁舎移転場所

仮設庁舎

大塚倉庫
株式会社家具店

北小

ラーメン店

現庁舎
パチンコ店

N
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町
政
施
行
55
周
年
誌

「
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
あ
い
ず
み
」

を
無
料
配
布
し
ま
す

　

農
業
用
使
用
済
み
生
産
資
材
廃
棄
物

は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」に
基
づ
き
、
環
境
保
全
上
の
支
障

が
な
い
よ
う
に
適
正
な
処
理
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
当
協
議
会
で
は
、
次
の
と

お
り
回
収
処
理
を
行
い
ま
す
。

日
　
時　

６
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

午
前　

徳
命
・
東
中
富
地
区

　
　
　
　

午
後　

奥
野
・
富
吉
地
区

　
　
　
　

６
月
20
日（
日
）

　
　
　
　

午
前　

住
吉
全
地
区

　
　
　
　

午
後　

住
吉
・
藍
園
全
地
区

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時　

雨
天
決
行

場
　
所　

藍
住
西
小
学
校

　
　
　
　

西
側
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
　
象
　
①
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル（
塩
ビ
・

酢
ビ
・
Ｐ
Ｏ
系
）・
肥
料
袋
・
ポ
リ
ポ
ッ

　

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、

共
に
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
、
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
の
目
的
や
基
本
理
念
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、「
男
女
共
同

参
画
週
間
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
性
と
女

性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
家

庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発

ト
寒
冷
紗
・
灌
水
チ
ュ
ー
ブ

②
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

③
コ
ン
テ
ナ
・
あ
ぜ
な
み
・
育
苗
箱
・
Ｔ
ポ
ー

ル
・
ダ
ン
ポ
ー
ル【
２
ｍ
以
内
に
切
断
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
】に
限
る

料
　
金　

１
㎏
当
た
り　

５
円

注
意
事
項　

品
目
毎
の
回
収
の
た
め
、
①
②

③
に
分
別
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

最
大
積
載
量
を
守
り
、車
の
両
側
面
に『
産

廃
運
搬
車
』の
表
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
、
通
行
し
て
く
だ

さ
い
。

　

搬
入
前
後
に
、
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
重
量
を
測
定
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

板
野
郡
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
協
議
会

　
　

藍
住
支
部（
Ｊ
Ａ
板
野
郡
東
部
営
農
経

　
　

済
セ
ン
タ
ー
内
）☎
６
７
２
・
７
８
７
０

配
布
期
間　

６
月
21
日（
月
）～
７
月
30
日（
金
）

配
布
時
間
・
場
所

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　

企
画
政
策
課（
役
場
３
階
）

　

土
・
日
・
祝
日

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　

北
側　

警
備
員
室
窓
口

問 

企
画
政
策
課（
☎
６
３
７
・
３
１
２
４
）

揮
し
、い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
で
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
行
政
だ
け
で
な
く

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

  

こ
の
機
会
に
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

問 

企
画
政
策
課(

☎
６
３
７
・
３
１
２
４)

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
処
理
は
適
正
に

６
月
23
日
～
29
日
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す

ハ〜イ、こくねんです！

学生納付特例制度！　
若年者納付猶予制度！

ご存じ
ですか？

家
庭
用
の
使
用
済
み

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収

　

ブ
ラ
ザ
ー
、
キ
ャ
ノ
ン
、
デ
ル
、

エ
プ
ソ
ン
、
日
本
Ｈ
Ｐ
、
レ
ッ
ク

ス
マ
ー
ク
の
６
社
の
パ
ソ
コ
ン
プ

　

リ
ン
タ
ー
用
使
用
済
み
イ
ン
ク

　

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
、
こ

れ
ら
の
メ
ー
カ
ー
で
は
、
日
本
郵

政
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で「
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
し
て
回
収
・
リ
サ
イ
ク

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
藍
住
郵
便
局
に
回

収
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

家
庭
で
使
用
済
み
と
な
っ
た
こ
れ
ら

６
社
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
、

な
る
べ
く
こ
ち
ら
の
回
収
箱
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

問 

生
活
環
境
課

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
）

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学

生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
収
入
が
少
な
く

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
学
生

納
付
特
例
制
度
を
申
請
す

る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。（
申
請
は
毎

年
度
必
要
で
す
）ま
た
、

30
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
、
本
人
と
配
偶

者
の
収
入
が
一
定
以
下
の
場
合
に
、
申
請

に
よ
り
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
手
続
は
、
年
金
事

務
所
ま
た
は
住
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
の
方
は
、
申
請
の
際
に
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
６
５
５
・
０
２
０
０
）

　
　

住
民
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
３
）
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５
月
22
日
、
ポ
カ

リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ

ア
ム
で
、
藍
住
町
民

デ
ー
が
開
催
さ
れ
、

本
町
か
ら
は
家
族
連

れ
な
ど
５
０
０
人
以

上
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
石

川
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
主
審
と
両
チ
ー

ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
物
産
品
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
合
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、

本
町
の
小
学
生
が
あ
こ
が
れ
の
選
手
を
元
気

い
っ
ぱ
い
に
エ
ス
コ
ー
ト
し
な
が
ら
ス
タ
ジ

ア
ム
へ
入
場
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
と
の
試
合
は
、
曇
り

空
の
下
、
約
４
千
４
百
人
の
歓
声
と
た
め

息
が
交
錯
す
る
中
で
、
一
進
一
退
の
攻
防
戦

と
な
り
、
惜
し
く
も
０
対
０
で
引
き
分
け
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
試
合
観
戦
の
ほ
か
、
町
民
デ
ー

と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
町
民
デ
ー
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
町
内
の
皆
さ
ん
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

「
藍
住
町
民
デ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た

ご協力いただいた皆さん 
ヤマク食品（株） ハーフタイム抽選会への景品提供
藍住町河川敷運動公園パークゴルフ場 ハーフタイム抽選会への景品提供
藍住町歴史館　藍の館 ハーフタイム抽選会への景品提供
藍住町婦人会 手作り物産品の販売
特定非営利活動法人藍住町手をつなぐ育成会
指定就労継続支援Ｂ型事業所『ひだまり』
役場　６Ｆ　喫茶「ステップ」

コーヒー等の販売

ＮＰＯ法人　あいずみスポーツクラブ 軽スポーツの紹介・体験
藍住町花友会 花の苗無料配布
琉球國祭り太鼓徳島支部 ハーフタイム披露
おはなし「にじの会」 紙芝居の上演
徳島ＭＢＡ バトンの披露  
町スポーツ少年団　サッカー４チーム

（西イレブン・北サッカー・オスト少年サッカークラブ・南FC） 前座試合 

　

町
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
を
エ
コ
ス
タ
イ
ル
実
施
期
間
と
し
、
夏

期
軽
装（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
男
性
職
員
は
、ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、ノ
ー

上
着
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ね
こ
の
寿
命
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

屋
内
で
飼
育
す
る
ね
こ
は
、
15
年
以
上
生

き
る
ね
こ
が
い
る
一
方
、
の
ら
ね
こ
は
伝

染
病
や
け
ん
か
の
た
め
に
、長
く
と
も
４
、

５
年
し
か
生
き
ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
い
る
ね
こ
を
こ
れ
以
上
増

や
さ
ず
、
天
寿
を
全
う
さ
せ
よ
う
と
い
う

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
行
う

方
法
が
、
地
域
ね
こ
活
動
と
い
う
も
の
な

の
で
す
。

具
体
的
な
方
法
は
、

　

❶ 

避
妊
去
勢
手
術
を
す
る

　

❷ 

餌
を
与
え
、
掃
除
を
こ
ま
め
に
す
る

（
ト
イ
レ
を
決
め
て
や
る
等
）

　
の
ら
ね
こ
が
増
え
て
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
、
糞
尿
を
庭
や
畑
で
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
、

車
や
樹
木
を
傷
つ
け
ら
れ
た
、
と
い
っ
た
多
数
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
地
域
の
苦
情
に
よ
っ
て
対
応
が

異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
餌
を
与
え
て
い
る
人
は
、
餌
の
管

理（
時
間
を
決
め
る
、
後
片
付
け
な
ど
）ト
イ

レ
の
掃
除
も
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
積
極
的
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
で

理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
地
域
で
ね
こ
が
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
そ
の
中
に
飼
い
ね
こ
が
混

じ
っ
て
い
る
と
、
管
理
が
十
分
に
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
為
、
飼
い
ね
こ
は
必
ず
避
妊
去
勢

手
術
し
た
上
で
、
屋
内
飼
育
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
の
で
す
。

問 

県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
３
６
・
６
１
２
２
）

　

ま
た
、
本
町
で
は
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
期
間
中
の
庁
舎
内
の
室

温
を
28
℃
に
設
定
し
、
消
費
電
力
の
削
減
に

努
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

エ
コ
ス
タ
イ
ル
実
施
中

の
ら
ね
こ
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

役
場
合
同
庁
舎
は
、
７
月
１
日
か
ら
、

１
階
か
ら
４
階
の
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を
廃
止

し
ま
す
。
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
、
禁
煙
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
動
喫
煙
防
止
に
ご
協
力
を

石川町長があいさつ

町婦人会による手作り物産品の販売と
あいずみスポーツクラブによる軽スポーツ体験
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情情報報 NNOOWW
町の掲示板

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

“
体
を
ほ
ぐ
し
て
　
い
い
気
持
ち
～
”

日　
　

時　

６
月
28
日（
月
）

　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場　
　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

内　
　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
イ
ン
デ
ィ

　

ア
カ
、
囲
碁
ボ
ー
ル

参
加
費　

無
料　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら

　

お
年
寄
り
ま
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽

　

し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

　

ま
す
。

主

催　

体
育
指
導
委
員
会
・
教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

藍
住
歩
こ
う
会

「
町
境
を
歩
く
～
東
境
編
～
」

　

野
菜
直
売
所
に
寄
る
の
で
、
買
い
物
を
す

る
人
は
リ
ュ
ッ
ク
を
用
意
さ
れ
て
は
？

約
８
㎞
。

日　
　

時　

６
月
20
日（
日
）

　

午
前
９
時
45
分
～
正
午
10
時
出
発

集
合
場
所　

緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料
）　　
　

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴

問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

大
麻
山
登
山
教
室

　

梅
雨
で
運
動
不
足
気
味
の
身
体
を
一
気
に

ス
ッ
キ
リ
解
消
し
ま
し
ょ
う
！

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

６
月
27
日（
日
）午
前
９
時
集
合

集
合
場
所　

大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　

５
０
０
円（
保
険
料
）　　
　
　

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

　

８
時
30
分
ま
で
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

親
子
で
藍
染
体
験

日

時　

７
月
10
日（
土
）午
前
９
時
集
合

場

所　

藍
住
町
歴
史
館　
『
藍
の
舘
』

　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い

参
加
費　

親
子
会
会
員
以
外
の
方
は
一

　

人
１
０
０
円（
当
日
集
金
し
ま
す
）

　

材
料
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

申
込
期
間　

６
月
15
日（
火
）～
30
日（
水
）

主

催　

町
親
子
会
連
合
会

申
・
問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

＊
親
子
会
会
員
の
方
は
単
位
親
子
会
に
申
し

　

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

男
性
料
理
教
室
（
受
付
17
日
か
ら
）

日　
　

時　

７
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

対　
　

象　

男
性

持
っ
て
く
る
も
の

　
　
　
　
　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

献　
　

立　

コ
ロ
ッ
ケ
、
他

定

員　

20
人（
申
込
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
期
間　

６
月
17
日（
木
）〜
25
日（
金
）

主

催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会　

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２･

８
６
５
８
）

夏
野
菜
の

ピ
ザ
づ
く
り
教
室
（
受
付
17
日
か
ら
）

日　
　

時　

６
月
30
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

場　
　

所　

女
性
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

内　
　

容　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　

調
理
実
習　

え
ひ
め
A
I
づ
く
り

定

員　

20
人（
申
込
順
）

参
加
費　

１
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　

手
ふ
き
の
タ
オ
ル
、
５
０
０
㎖
の
ペ
ッ
ト

　

ボ
ト
ル
１
本

申
込
期
間　

６
月
17
日（
木
）～
24
日（
木
）

主

催　

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」生
活
環
境
部

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

 

（
☎
６
９
２･

８
６
５
８
）

第
36
回

藍
住
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日　
　

時　

７
月
17
日（
土
）午
前
９
時
か
ら

場　
　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

種　
　

目　

１
部
・
２
部　

男
・
女　

シ
ン

　
　
　
　
　

グ
ル
ス（
自
己
申
告
に
よ
る
）　

　
　
　
　
　

３
部　

男
・
女　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　
　
　
　
（
競
技
開
始
１
年
未
満
も
し
く

　
　
　
　
　

は
小
学
生
３
年
生
以
下
）

参
加
規
定　

町
内
在
住
者
ま
た
は
、
町
内
事

　
　
　
　
　

業
所
に
勤
務
す
る
者

参
加
料　

１
人 

一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）　

　
　
　
　
　

５
０
０
円 

小
学
生 

３
０
０
円

申
込
締
切　

７
月
２
日（
金
）

※
事
故
等
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
の
で
、
十

　

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

シ
ャ
ト
ル
は
、大
会
本
部
で
用
意
し
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

募　
　

集
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戦
没
者
遺
児
に
よ
る

　

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

　
　
　

参
加
者
募
集

　

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
を
亡
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
の
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
か

ら
委
託
・
補
助
を
受
け
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　

戦
没
者
遺
児

費

用　

賛
助
金
と
し
て
一
律
10
万
円

　
　
　
　
　
（
沖
縄
は
５
万
円
）

実
施
地
域

　

●
旧
満
州　
　
　
　
　
　

●
旧
ソ
連　

　

●
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

●
中
国

　

●
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

●
フ
ィ
リ
ピ
ン

　

●
ト
ラ
ッ
ク
諸
島　
　
　

●
パ
ラ
オ
諸
島

　

●
ソ
ロ
モ
ン
諸
島　
　
　

●
ボ
ル
ネ
オ

　

●
マ
レ
ー
半
島　
　
　
　

●
ミ
ャ
ン
マ
ー

　

●
マ
リ
ア
ナ
諸
島　
　
　

●
イ
ン
ド

　

●
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島　
　

●
洋
上
慰
霊

申
・
問 

（
財
）徳
島
県
遺
族
会

（
☎
６
３
６・３
２
１
２
／
ＦＡＸ
６
３
６・３
２
１
３
）

鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
訓
練
生
募
集

訓
練
料　

Ｉ
Ｔ
技
能
科
１

訓
練
期
間　

８
月
16
日
～
11
月
15
日

実
施
場
所　

鳴
門
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
マ
イ
ス
タ
ー
鳴
門
）

受
講
料　

無
料（
教
材
費
別
）

対

象　

離
転
職
者
等
で
、
公
共
職
業
安

　

定
所
か
ら
受
講
指
示
又
は
受
講
推
薦
を
受

　

け
た
人（
学
歴
・
年
齢
・
性
別
等
は
問
い
ま
せ
ん
）

申

込　

６
月
22
日
～
７
月
20
日
に

　

鳴
門
職
業
安
定
所
へ

問 

鳴
門
職
業
安
定
所（
☎
６
８
５・２
２
７
０
）

　
　

県
立
鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
８
６
・
４
７
５
２
）

阿
波
歴
史
体
感
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
い
に
し
え
夢
街
道
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

　

県
教
育
委
員
会
・
町
教
育
委
員
会
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る「
い
に
し
え

夢
街
道
」の
周
知
を
図
り
、
活
用
マ
ッ
プ
や
案

内
標
識
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
の

と
お
り
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

７
月
１
日
～
９
月
10
日

表

彰　

最
優
秀
１
点
、
優
秀
賞
２
点
に

　

は
賞
状
及
び
副
賞
を
進
呈
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会
教
育
文
化
政

　

策
課
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.tokushim

a.jp/soshiki
/kyouikubunkaseisakuka/

応
募
・
問 

県
教
育
委
員
会
教
育
文
化
政

　

策
課　

い
に
し
え
夢
街
道
推
進
事
業
担
当

　
（
☎
６
２
１・３
１
６
４
／
FAX６
２
１・２
８
８
６
）

E-m
ail

：kyouikubunkaseisakuka@
pref.

tokushim
a.lg.jp

人 

権 

講 

座 

開 

催

　

身
近
な
暮
ら
し
や
社
会
に
あ
る
様
々
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
で
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
！

実
施
日　

年
間
６
回 

（
下
記
一
覧
表
参
照
）

時

間　

午
後
７
時
30
分
～
９
時 

（
原
則
）

場

所　

町
民
シ
ア
タ
ー 

（
役
場
４
階
）

受
講
料　

無
料

　
（
町
外
研
修
の
一
部
を
実
費
負
担
）

対
象
者　

町
内
在
住
者
・
町
内
勤
務
者

募
集
人
数　

50
人（
登
録
制
の
講
座
生
）

参
加
方
法　

▼
登
録
制

＊
６
回
の
全
講
座
を
受
講
で
き
る
方
。

　
（
登
録
制
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
）

▼
自
由
参
加

＊
１
～
２
講
座
の
受
講
可
能
な
方
。

　
（
た
だ
し
町
外
現
地
研
修
は
除
き
ま
す
）

申
込
締
切　

６
月
15
日（
火
）～
30
日（
水
）

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
申
込
期
間
に
教
育
委
員
会

　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
自
由
参
加
の
方
は
、
各

　

講
座
日
の
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

※
講
師
等
の
都
合
に
よ
り
、
日
時
や
内
容
を
変
更
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主

催　

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共

催　

町
・
町
教
育
委
員
会

申
・
問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

月　　　日  人権課題 講師等

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回

８  月   ４日（水）
９  月 17 日（金）
10 月（未定）
11 月 14 日（日）
12 月（未定）
１  月 21 日（金）

同和問題
障がいのある人
え　ん　罪
町外現地研修
HIV 感染者・ハンセン病患者等
女　　性

 講師：和田　敏孝さん
 講師：猪子　和幸さん
 講師：石川　一雄さん
 大阪人権博物館（リバティおおさか）
 講師：東條　康江さん
 講師：野口　登志子さん

日程及び学習内容
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駅
前
労
働
相
談
会

 

　

解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
、
弁
護
士
な
ど
経
験
豊
か
な

県
労
働
委
員
会
委
員
が
、
解
決
の
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

日

時　

７
月
４
日（
日
）午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
受
付
は
午
後
０
時
30
分
～
４
時
）

場

所　

徳
島
東
急
イ
ン
６
階「
眉
山
」

内

容　

解
雇
・
配
転
・
賃
金
・
時
間
外
労

　

働
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

相
談
員　

弁
護
士
な
ど
県
労
働
委
員
会
委
員

申

込　

不
要
。
直
接
開
場
へ
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。
事
前
予
約
も
受
付
し
ま
す
。（
７
月

　

２
日（
金
）午
後
５
時
ま
で
）

相
談
料　

無
料

問 

県
労
働
委
員
会（
☎
６
２
１
・３
２
３
４
）

高
齢
者
の
相
談
窓
口

 

●
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る
こ
と

●
高
齢
者
の
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ

　

っ
た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

●
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配
等

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　　（
☎
６
３
７
・３
１
７
５
）

相　
　

談

起
こ
り
や
す
い
体
の

　
　

痛
み
を
予
防
し
よ
う

　

理
学
療
法
士
に
よ
る「
肩
こ
り
・
腰
痛
・

膝
痛
予
防
の
お
話
と
体
操
の
実
技
」を
行
い

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
　

日

時　

７
月
７
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
要
件　

本
町
に
お
住
ま
い
の
方

内

容　

日
常
の
生
活
に
役
立
つ
、
肩
こ

　

り
・
腰
痛
・
膝
痛
の
予
防
と
実
技　
　
　

講

師　

稲
次
整
形
外
科
病
院

　

理
学
療
法
士　

上
田　

隆
志　

先
生　
　

受
講
料　

無

料　
　
　
　
　
　

持
参
物　

１
▼
運
動
の
し
や
す
い
服
装

　
　
　
　
　

２
▼
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記

　
　
　
　
　

用
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
日　

７
月
１
日（
木
）ま
で

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

海
上
自
衛
隊

徳
島
教
育
航
空
群
音
楽
祭

　

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
で
は
、
地

域
ふ
れ
あ
い
感
謝
デ
ー
と
し
て
、
音
楽
祭
を

開
催
し
ま
す
。

 日 月 火 水 木 金 土

13 14 15
一般
相談

16 17 18
税金
相談

19

20 21 22 23 24
法律
相談

25 26

27 28 29 30

 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5
行政
相談

6
一般
相談

7 8
法律
相談

9 10

11 12
人権
相談

13 14 15 16
税金
相談

17

18 19 20
一般
相談

21 22
法律
相談

23 24

25 26 27 28 29 30 31

【
６
月
・
７
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ
】

心配ごと相談所カレンダー
6月

7月

※法律相談については完全予約制となっています。 ※相談は無料・秘密厳守です。
●場所／福祉センター１階相談室
●こども相談（月曜日～金票日/午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・
　勝瑞の各児童館」
●保健相談（毎週月曜日/午後）…「保健センター」
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」
●年金相談（随時受付）…「住民課」
●時間／人権、行政相談は午後1時30分～3時30分、その他は午後1時～3時
●相談センター専用電話（☎692・6222）

日

時　

６
月
30
日（
水
）

　

開
場 

午
後
５
時
30
分 

開
演 

午
後
６
時
30
分

場

所　

鳴
門
市
文
化
会
館

出

演　

海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊

入

場　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整

　
　
　
　
　

理
券
が
必
要
で
す
。

※
整
理
券
は
、
役
場
１
階
受
付
に
置
い
て
あ

　

り
ま
す
。

問 

海
上
自
衛
隊 

徳
島
教
育
航
空
群
広
報
室

　
（
☎
６
９
９
・５
１
１
１
／
内
線
３
２
３
４
）

勝
瑞
学
ア
カ
デ
ミ
ー　

第
１
回
講
座

テ
ー
マ　
「
中
世
に
お
け
る
信
仰
と
祈
り
」

日

時　

６
月
26
日（
土
）

場

所　

町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

日

程　

午
後
12
時
30
分
～
受
付

　

午
後
５
時
終
了
予
定

報

告　
「
勝
瑞
出
土
遺
物
か
ら
見
る　

  

　

中
世
人
の
祈
り
」▼〔
報
告
者
〕 

重
見
髙
博

　
（
町
教
育
委
員
会
社
会　

教
育
課
主
任
）

講
演
Ⅰ　
「（
仮
題
）戦
国
大
名
三
好
氏
と

　

法
華
宗
」▼〔
講
師
〕河
内
将
芳 

氏（
奈
良

　

大
学
文
学
部
教
授
）

講
演
Ⅱ　
「（
仮
題
）田
原
城
主
レ
イ
マ
ン

　

と
畿
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
」▼〔
講
師
〕野
島

　

稔 

氏（
四
条
畷
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

　

課
主
幹
）

問 

県
教
育
委
員
会
教
育
文
化
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
２
１
・
３
１
６
４
）

　

町
教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

催
し
物
・
そ
の
他

催
し
物
・
そ
の
他
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と　 き　平成22年７月１日（木）～31日（土）

場　 所　藍の館　展示場
　昨年12月20日「藍の館」にて小学５年生から中学３年
生までの24人が、布に蝋書きしたものを藍で染め上げ
る藍染体験をしました。県の特産品である藍と、日々
勉強をしている書道との融合を計り、製作した作品は、
今年１月15日～17日迄の間文化の森総合公園内の21世
紀館に於発表展示をしたものです。この貴重な体験学
習をさせていただいた子ども達の藍染作品を今回再展
示させていただきます。
　多数の方に、ご見学をしていただけますようお願い
いたします。

光照会代表　近藤　俊流

▲

第１日曜日（７月４日）琵琶演奏体験 小林 和子先生 他

▲

第１月曜日（７月５日）ぞめき演奏…竹内 溶子先生 他

▲

第２日曜日（７月11日）尺八演奏…………平松 宗哲先生

▲

第３日曜日（７月18日）琴演奏体験学習 別所 都梢光先生

▲

第４日曜日（７月25日）三味線合奏会…吉田 桂子先生

問  藍の館（☎ 692・6317）

おはなし会

と　 き　毎週日曜日　午後２時から  

あかちゃん絵本の読みきかせ

と　 き　毎月第２・第４水曜日

　　　　▲

６月23日（水）　

▲

７月14日（水）
　　　　　午前10時30分～11時

井隈読書会

と　 き　毎月第１木曜日 ７月１日　午前10時 から
〈7月の課題図書〉
　　　　「幸田文の箪笥の引き出し」　　　　青木　玉

休　　 館　　 日

●毎週月曜日
●図書整理日

▲

毎月第３木曜日（６月17日）

問  図書館（☎ 692・0070）

７月 藍の館イベント 図書館の行事

　

町
に
は
、
多
く
の
口
碑
・
伝
承
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
正
法
寺
に
あ
る

聖
観
世
音
座
像
に
つ
い
て
の
伝
承
を
紹
介

し
ま
す
。

　

矢
上
の
正
法
寺
は
、
室
町
時
代
の
頃
に

は
正
岡
寺
と
い
う
禅
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
入
り
敬
台
院
に
よ
っ
て
法
華

宗
に
改
宗
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
観
音
堂

に
祀
ら
れ
て
い
た
観
音
像
も
不
要
と
な
っ

た
の
で
、
近
所
の
甚
兵
衛
じ
い
さ
ん
に
貰

わ
れ
て
い
っ
た
。
甚
兵
衛
じ
い
さ
ん
は
大

切
に
拝
ん
で
い
た
が
、あ
る
晩「
お
ん
お
ん
、

お
ん
お
ん
」と
人
の
泣
く
声
が
観
音
様
の
方

か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。気
の
せ
い
か
と
思
っ

て
い
っ
た
ん
眠
り
に
つ
い
た
が
、
ま
た「
お

ん
お
ん
、
お
ん
お
ん
」と
い
う
泣
き
声
が
し

た
。
驚
い
て
起
き
上
が
る
と
、
ま
さ
し
く

観
音
様
の
方
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
翌
日
、

い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
た
が
異
常
は
な
い
。

中
二
日
お
い
て
の
夜
半
、今
度
は「
い
の
う
、

寺
へ
い
の
う
」と
声
が
す
る
。じ
い
さ
ん
は
、

く
る
り
と
起
き
直
っ
て
叫
ん
だ
。「
へ
え
、

へ
え
、
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
夜
が
明
け

た
ら
必
ず
お
送
り
い
た
し
ま
す
。」甚
兵
衛

じ
い
さ
ん
は
、
翌
日
重
い
仏
像
を
背
負
っ

て
寺
ま
で
お
返
し
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。

寺
で
も
、
こ
の
事
情
を
聞
く
と
、
そ
ん
な

わ
け
で
は
観
音
堂
は
な
く
て
も
本
堂
で
お

祀
り
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
現
在
の
よ
う

に
本
堂
脇
で
お
祀
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
万
病
に
効
く

と
い
う
こ
と
で
今
も
厚
く
信
仰
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
伝
承
等
の

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
伝
わ
っ

て
い
る
、
後
世
に
残
し
た
い
伝
承
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

 

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

残
そ
う
町
の
口
碑
・
伝
承

光 照 会 書 展
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　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

６月16日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

６月18日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩いの家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

６月21日 水 午前９時30分～11時 住吉老人憩いの家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

６月28日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

６月28日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

７月５日 月 午後１時30分〜３時 東部老人憩の家 健康チェック
室内スポーツ

７月６日 火 午後１時30分〜３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

７月７日 水 午後１時30分〜３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

住所・年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

風
花
と
蕎
麦
を
肴
に
昼
の
酒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
曇　

統
太

な
だ
れ
込
み
薪
ス
ト
ー
ブ
の
音
に
酔
ふ　
　
　
　
　
　
　

原　
　

秀
樹

手
土
産
の
昼
餉
替
り
の
桜
餅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島
ト
ミ
エ

春
の
服
着
せ
ら
れ
し
犬
大
欠
伸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
川　

久
子

若
布
汁
当
て
に
は
な
ら
ぬ
子
に
作
る　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

育
子

ジ
ェ
ラ
シ
ー
な
ど
知
ら
ん
ぷ
り
し
て
桜
貝　
　
　
　
　
　

武
田
み
も
ざ

さ
え
ず
り
は
古
い
留
守
電
置
き
手
紙　
　
　
　
　
　
　
　

長
山　

雅
則

春
雨
や
白
衣
の
声
は
ア
ル
ト
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
子
か
の
子

日
脚
伸
ぶ
最
高
階
の
パ
ン
講
座　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
窪　

則
子

選
者
近
詠

春
隣
歌
舞
伎
は
燐
の
燃
ゆ
ご
と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
窪　

青
樹

藍 住 俳 壇
上窪青樹 選

いきいきサロンのご案内

（氏 名） （年 齢） （住  所）

野口　　美治 82歳 　勝瑞字西勝地

高田　　占一 71歳 　矢上字春日

田嶋　　芳枝 82歳 　徳命字元村

小野寺　弘志 51歳 　勝瑞字成長

萬藤　ウメコ 94歳 　矢上字江ノ口

鈴木　　善吉 81歳 　徳命字前須西

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
 藍 住 町 青 少 年 健 全 育 成 会 議

 藍住町民生委員児童委員協議会

 藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

 板野西部青少年補導センター

（住  所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

田中　　彰将 （あきまさ）　 男  　篤　司 ・ 真理子　　徳命字前須東

梶本　　昂汰 （こうた）　 男  　貴　之 ・ 美　佳　　矢上字原

仁木　　尊琉 （たける）　 男  　　亨　 ・ 恵　美　　徳命字新居須

田村　　春果 （はるか）　 女  　彰　三 ・ 直　子　　住吉字若宮

原田　　望愛 （の　あ）　 女  　義　紀 ・ 陽　子　　奥野字原

松本　　優衣 （ゆ　い）　 女  　光　市 ・ 和　美　　住吉字藤ノ木

島藤　　琉生
アレハンドロ （

るい   　
あれはんどろ）

　 
男
  　

カニャス
マヌエル・ 美絵子　　徳命字新居須

土井　　美波 （みなみ）　 女  　正　太 ・ えりか　　乙瀬字川口

切中　　瑞輝 （みずき）　 男  　崇　人 ・ 美智代　　徳命字前須東

三木　　彪雅 （ひゅうが）　 男  　　亮　 ・ 　望　　　笠木字東野

生越　　結衣 （ゆ　い）　 女  　光　春 ・ 詩　帆　　矢上字北分

喜多　　潤季 （みつき）　 女  　蔡宗德 ・ 由紀子　　住吉字逆藤

曽田　　啓翔 （ひろと）　 男  　正　博 ・ 香　織　　東中富字直道傍示

泉　　　亜胡 （あ　こ）　 女  　秀　太 ・ 亜　弓　　東中富字権現傍示

小松　　心愛 （みいあ）　 女  　祐一郎 ・ 愛　美　　奥野字西中須

石井　　優衣 （ゆ　い）　 女  　伴　明 ・ 真由美　　徳命字名田

岡本　　姫花 （ひめか）　 女  　　弘　 ・ 明　子　　住吉字藤ノ木

楠本　　莉央 （り　お）　 女  　一　志 ・ 一　恵　　住吉字神蔵

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん 5月5月こんにちは赤ちゃん
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考えてみましょう、人権について　━人権啓発活動重点目標━
  　　　　　　　　 みんなで築こう　人権の世紀
      ～考えよう　相手の気持ち　　育てよう　思いやりの心～

こんなにあります！  ━人権啓発活動年間強調事項━
　① 女性の人権を守ろう
　② 子どもの人権を守ろう
　③ 高齢者を大切にする心を育てよう
　④ 障害のある人の完全参加と平等を実現しよう
　⑤ 部落差別をなくそう
　⑥ アイヌの人々に対する理解を深めよう
　⑦ 外国人の人権を尊重しよう
　⑧ ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう
　⑨ 刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
　⑩ 犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
　⑪ インターネットを悪用した人権侵害は止めよう
　⑫ ホームレスに対する偏見をなくそう
　⑬ 性的指向を理由とする差別をなくそう
　⑭ 性同一性障害を理由とする差別をなくそう
　⑮ 北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
　⑯ 人身取引をなくそう
　これを見ていただくと、近年になって社会の中の少数派の人々の人権にも、やっと目が向けられるようになってき
たことがわかりますが、その反面で昔から依然として解決されていない人権問題が残っていることもわかります。

この質問にどう答えますか？
　 問1  性同一性障害とは？　
　 問2  ホモセクシュアルとは？
　タレントのあの人のことかな？とイメージされるかもしれませんが、言葉で説明するのは難しいと思われますか？

ちがいを認めて、共に生きる
　人間は、一人一人がちがっているからすばらしいのではないのでしょうか。ちがうからといって排除するのではな
く、ちがいを認めて相手のことを理解しようと努めることでつながりができていきます。そして、人と人とのつなが
りの輪が広がることで、共に支えあって生きていける社会になっていくといいと強く思います。

思いやる　　そのやさしさで　　かわれるよ	 ６年　美馬あかね
心と心　　つなぎあわせば　　深まる友情	 ６年　河野　彩香
考えて！！　　きずつけられた　　相手の気持ち	 ６年　藍原萌々子
わたしから　　広げる　　人権の輪を	 ６年　笹田　沙希
目指そうよ　　いじめが一つもない世界	 ６年　赤澤　輝星
「大丈夫？」　　その一言で　　つながる仲間	 ６年　中川　真伍

人権標語

共に生きる社会をめざして

藍住北小学校児童作品

藍住町スローガン

　 答1  性の自己認識（こころの性）と身体的な性（からだの性）とが異なった状態。
　 答2  からだの性とこころの性は一致しているが、同性を愛する性的指向をもつ状態。

徳島人権擁護委員協議会　　廣瀬　浩美

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

人権イメージキャラクター
人KENまもる君・人KENあゆみちゃん
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西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ

じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

予約専用電話 088-683-3381（ミミハイチバン）

土

●
金

●
●

木

●
●

水火

●
●

月

●
●

診察時間

８:45～12:00

14:30～18:30

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

禁煙指導・健診承ります
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前 ９：00～12：30
午後 ２：30～６：30

生命保険・損害保険・無料相談

株式会社 藍住町住吉字神蔵 46-2
http://www.ask-hoken.com
10:00～17:00 休日・夜間の時間帯のご予約可（088）678‒6502

A S K
等々…何でもお気軽にご相談下さい

学資保険個人年金

入院費用自動車保険

名田橋 四国三郎橋

●ミニストップ

●みちよ亭

●ファミリーマートキョーエイ●

コーナン●

ASK

●
ケーズデンキ

先進医療

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

　

５
月
16
日
の
一
斉
清
掃
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
五
月
晴
れ
の
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

道
路
脇
の
ご
み
や
草
木
、
ま
た
排
水
路
の
汚

泥
等
も
取
り
除
か
れ
、
町
全
体
が
美
し
く
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
町
内
の
環
境
美
化
に
努
め
、「
美

し
く
住
み
良
い
町
づ
く
り
」の
た
め
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

連 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
）

一
斉
清
掃
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

医療法人　凌雲会

稲次整形外科病院
救急告示・日本医療機能評価機構認定病院

【Tel】６９２-５７５７
★診療時間★
午前 ／ ９：００～１２：００　　
午後 ／ ２：００～  ６：００ ※日・祝日は急患のみ

★主な施設基準★

診療科 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ー ○ ー
ー ー ー ー ー ○
○

AM

PM

AM

PM ー ー ○ ー ー

リハビリ科
整形外科
内　　科

形成
外科

脳神経
外科

３６５日・２４時間
院内託児施設あり
「ちびっこ園」

・脳血管・運動器リハビリテーション（Ⅰ）　・回復期リハビリテーション病棟

住民総出で公園の除草（すみよし団地）

東中須の土砂仮置場にも大量の汚泥が持ち込まれました。
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